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Abstract 
 
Climatological features and seasonal feeling in the season called by the same word such as “summer” 
would be rather different from region to region.  Comparison of these features among the different 
regions, including the regions which are not so familiar to the students, would help to promote their 
fundamental ESD literacy, especially relating to the “Understanding of heterogeneous others”. Based on 
that concept, this paper will report an interdisciplinary lesson study for the university students on a theme 
how different the summertime climate and seasonal feeling among Germany, northern Europe and Japan 
are. In this study, the lesson practice was made in 2015 and 2018. In both classes, after the lecture on the 
summertime climate and seasonal feeling in these regions, the students created substitute songs with use 
of the melody of “Alles neu macht der Mai” (“The May makes all things new”, the same melody as a 
Japanese school song “Butterfly”) for the comparison between Germany and Japan. As for that between 
northern Europe, the melody of a Japanese school song “Furu-Sato” (“My country home”) was used for 
the creation of the substitute songs. It is noted that, not only the seasonal mean temperature or solar 
radiation condition, but also the features in association with the large day-to-day temperature variation 
was strongly reflected in the students’ works. 
 
Keywords: Interdisciplinary collaboration between climate and cultural understanding education, ESD, 
Comparative climatology, Regional difference of summer climate 
 
I. はじめに 
持続可能な社会の構築へ向けた次世代の担い手を
育てることを目指す ESD（Education for Sustainable 
Development）の取り組みにおいて，気候教育は環境，
防災，気候変動の教育として ESD の重要な分野の一
つである（日本ユネスコ国内委員会 2016）。と同時に，
気候教育は，ESD で取り組む文化・国際理解教育の分
野においても，大きく貢献しうる。更に，2015 年 9 月
の国連総会では，「持続可能な開発のための 2030 アジ
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ェンダ」が採択され，17 の目標・169 のターゲットか
ら構成される「持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals, SDGs）」が設定された（UNESCO 
(United Nations Educational, Scientific and Cultural 
Organization) 2017）。しかし，それぞれの取り組み間に
は，種々の相反する葛藤等も含む複雑な絡み合いがあ
り，常に，それらの縺れの糸を解きほぐしながら具体
的な行動を進めていく必要がある。 
ところで，気候システムは種々の分野との関わりが
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大きいだけでなく，非線型的な絡み合い，種々の要素
の関わり等で一筋縄ではいかない複雑さを持つ。従っ
て，気候教育やそれを軸とする学際教育は，ESD の根
幹として不可欠な，種々の問題の複雑な関わりや繋が
り，多様性等をも正視し行動出来る資質，いわば「ESD
的視点」の育成への貢献も大きいことが期待される
（第 1 図）（加藤・加藤 2019：加藤他 2019 等）。なお
これは，地球市民教育（Global Citizenship Education, 
GCED）とも関わりの深い，「異質な他者への理解
（Understanding of heterogeneous others）」（小林 2016；
UNESCO 2014, 2015，等）にも通じる。従って，この
ような取り組みを学校現場に浸透させるために，気
象・気候や文化理解に関するリテラシー自体を高めつ
つ，ESD 的視点を育成する教師教育プログラムの開
発が必要と考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 1 図 気象・気候教育の ESD における関わり。日本ユ
ネスコ国内委員会（2006）の図（右側）に，筆者が補足説明
等を加筆。 
 
本グループは，これまでにも，多数の研究協力者と
の共同研究を通して，日本やドイツ，北欧における多
彩な季節サイクルや季節感を接点に，学際的知見を統
合し，それに基づき小学校・中学校・高等学校や大学
での（大学では，特に教員養成のための授業の一環と
して），ESD を取り込んだ学際的気候・文化理解教育
の指導法開発を行ってきた（加藤(晴)他 2006；加藤・
加藤・別役 2009；加藤(晴)他 2013；加藤・加藤 2005, 
2006, 2011, 2014a, b；加藤・加藤・逸見 2009；加藤・
加藤他 2011；加藤・佐藤他 2011；加藤他 2012；加藤
(内)他 2013；加藤他 2014；加藤他 2015；加藤・加藤・
三宅他 2017；加藤・加藤・大谷他 2017,加藤他 2018；
加藤他 2019, 等）。それら一連の成果の一部は，加藤・
加藤（2014a，2019）に体系化されている。 
気候や季節サイクルの理解は，音楽を綜合的に理解
する上で重要なものであり，とりわけ，民謡や伝承歌，
歌曲などに歌われている内容を捉えるためには，大き
な手掛かりとなる。それは歌などを通した文化理解や
その教育にも繋がる。一方，歌に表現された気候や季
節を味わい，人々の感じ方を知ることを通して，逆に，
気候や季節について科学的に理解を深めるためのデ
ータ分析の際の興味深い視点を得ることも出来る。人
の感じ方は多様である。例えば，「幅のある季節」の
どの側面を強く意識するか，それが作品や表現活動に
おける多様性へと大きく反映されうる（加藤他 2014, 
2015）。データだけを見ている際には見過ごされてし
まった点に，再度，注視を投げかけ得るといえる。こ
こに「気候と音楽との双方向性の往還」が学習の可能
性として見いだされる。 
また，このような「気候と音楽との双方向の往還」
を，自分たちにとり必ずしも身近でない地域を敢えて
対象として行う意味は大きい。それは，気象・気候の
データからの把握，作品や伝統行事に表現された自然
の様子や人々の感情の想像，等を通して「もし自分が
その場にいるとしたら？」という思考を行うことにな
り，前述の「異質な他者への理解」の視点，つまり，
自分たちとは異なる背景を持つ社会・自然や人間を理
解しようとする視点の育成にも繋がるからである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 2 図 ドイツや北欧の位置や広がり。対応する緯度帯
に，同じ縮尺で日本列島の位置を太枠で囲んで挿入。アル
プス山脈の位置の概略も示す。加藤他（2019）より引用。 
 
加藤・大谷他（2017）や加藤他（2019）は，このよ
うな観点から，それぞれ，ドイツの冬の追い出しの行
事「ファスナハト」（“Fasnacht”）や北欧の夏至祭に関
連して，日本の気候の季節サイクルとの比較の視点も
交えて，学際的授業開発を行った。 
ところで，季節を表す同一の語であっても，実は，
地域毎にかなり異なる気候学的特徴や季節感を包含
する。例えば，加藤・大谷他（2017）が取り上げた「何
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としても追い出さずにはいられないドイツの厳しい
冬」という季節感は，後述するように，単に九州〜関
東に比べて平均気温が低いだけでなく，日々の大きな
気温の変動を伴って極端な低温日もしばしば出現す
ることを強く反映したものと考えられる。このような
場合，言葉を単に訳語で置き換えるだけでは，それぞ
れの文化圏の人々が抱くイメージの違いが，相互に正
しくは伝わらない可能性がある。従って，ESD 的視点
に関連する「異質な他者への理解」を育むアプローチ
の一つとして，「同じ言葉」で表される事物のイメー
ジの違いを想像する活動も，意義深いものと考える。 
そこで本研究では，ESD 的視点を取り込んだ授業
研究の一つとして，「同じ言葉で呼ばれる『季節』」の
気候学的特徴と季節感を日本と比較する視点で，ドイ
ツや北欧の「夏」を取り上げた（対象地域の位置関係
は第 2 図を参照）。授業実践は，教育学部生を対象と
する教科横断的科目で行った（他学部生の履修者もあ
り）。なお，本論文では，加藤・大谷他（2017），濱木
他（2018），加藤他（2019）等による図も引用して，
授業実践で扱った地域の気候に関する注目点も説明
する。なお，大気場に関しては（筆者らの出版済みの
文献からの引用も含めて），主に 2.5°×2.5°格子点
上に解析された NCEP/NCAR 再解析データ（Kalnay et 
al. 1995）を用いた。 
 
II. 授業で注目した北欧，ドイツ，日本列島における
季節サイクルの中でみる夏の特徴 
2.1 ドイツ付近と日本列島付近との比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 3図 日平均地上気温(℃)の時系列を，2000/01〜2010/11年について重ねたもの（太い実線は 0℃，太い破線は 20℃を
示す）。35°N/135°E（日本列島），50°N/10°E（ドイツ中南部），60°N/30°E（フィンランドのヘルシンキの約 500km 東
方）について示す。横軸は，各月の初日の位置に月の名称を記した。加藤他（2019）の図に補足説明を加えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 4図 ドイツ付近の 50°N/10°Eにおける日平均地上気温(℃)の時系列を 1999年 9月〜2001年 8月について示す。横
軸には，各月の初日の位置に月名を記した。5〜8 月頃には，日平均気温 25℃程度が日々の変動の上限であり，逆に，日平
均気温が 10℃程度しかない日も少なくない点に注意（加藤・加藤（2019）の図を改変）。
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日本列島（九州〜関東）の例として 35°N/135°E，
ドイツ中南部の例として 50°N/10°E，北欧（フィン
ランドのヘルシンキの約 500km 東方。サンクトペテ
ルブルク付近に対応）の例として 60°N/30°E にお
ける地上の日平均気温の時系列について，
NCEP/NCAR 再解析データに基づき 10 年分重ねたも
のを，第 3 図に例示する（加藤他 2019）。 
ドイツ語文化圏では夏と冬の 2 つの季節の交代と
いう季節の捉え方もなされており（小塩 1982；宮下
1982），しかも，伝統行事「ファスナハト」では，「厳
しい冬」と戦って，「夏」（あるいは「春」）が「冬」
を追い出す（武田 1980）。このような「何としても追
い出したい冬の厳しさ」という季節感は，Ⅰ．でも触
れたように，単に平均気温が低いだけでなく，アイス
ランド低気圧の季節内変動の影響も受けて日々の変
動が大きい中での，極端な低温日の頻出で特徴づけら
れる（加藤他 2017；濱木他 2018）。 
ドイツ付近の 50°N/10°E における日平均の地上
気温の時系列の例を，1999 年 9 月〜2001 年 8 月につ
いて第 4 図に示す。5 月頃には 6〜8 月頃（「夏」）に
匹敵する日平均気温の日もしばしば出現するように
なるものの，「夏」の日々の気温の変動も大きい。 
また，この時期の平均気温が九州〜関東の盛夏期に
比べてかなり低いだけでなく，日平均気温 10℃少々
の日（九州〜関東の 4 月始め頃の平均気温）もしばし
ば出現する。しかも，九州〜関東では，梅雨明け後の
7 月後半から 8 月後半にかけての 1 ヶ月半が，季節的
には気温の極大期になる。しかし，ドイツ付近では，
日々の気温の大きな変動を伴いながらも，季節進行と
しての極大期が 6〜8 月の 3 ヶ月間ぐらいも続くこと
が注目される（平均気温は九州〜関東よりもかなり低
いものの）。従って，5 月は，小塩（1982）や宮下（1982）
が述べた 2 つの季節の交代に伴う，「夏」の始まりと
いう位置づけも出来よう。 
なお，ドイツ付近では，このような 5 月 1 日は「5
月祭」（“Maifest”）と呼ばれるお祭りの日である。また，
4 月 30 日の夜は，「ヴァルプルギスの夜」
（“Walupurgisnacht”）と呼ばれ，ドイツのハルツ山地
のブロッケン山にドイツ中の魔女が集ってばか騒ぎ
する祝典が開かれる，との伝説がある。「ヴァルプル
ギスの夜」の場面は，ゲーテ『ファウスト』の悲劇第
1 部（1808 年に書かれる）にも描かれている。 
一方，ドイツ付近での夏の降水の特徴について，加
藤・加藤（2019）は，加藤・加藤（2005，2011）や加
藤・加藤（2014a）に基づき，次のように述べている
（「」内は，記述をそのまま引用した）。 
「ドイツ南部のアウグスブルクでは，5〜8 月の降水
量は 4 月までに比べて 2 倍前後に増加する。これは，
降水日数が 6 月，7 月頃をピークに多少増加すること
と，ひと雨あたりの日降水量が４月までの約 1.5 倍程
度に増加することを反映している。但し，暖候期に降
水が増加するとはいえ，ひと雨あたりの平均降水量は
5〜8 月で約 7〜8mm/日，月降水量も 100mm 程度であ
る。一方，九州の長崎では，６月にはひと雨平均で約
25〜30mm/日の降水があり，月降水量は 300〜350mm
に達する。集中豪雨の頻度は低い東日本側でも，梅雨
期のひと雨あたりの平均降水量は約 13mm/日とアウ
グスブルクの約２倍あり，月降水量もアウグスブルク
の約 1.5 倍ある。また，長崎では，梅雨に入る前の５
月でも，ひと雨あたりの降水量は約 17mm/日あり，ア
ウグスブルクの５月に比べるとかなり多い。」 
但し，加藤・加藤（2019）によれば，「アウグスブ
ルクでは，月降水量，ひと雨あたりの降水量ともに長
崎や東京に比べて少ないのに，5 月〜8 月頃の雷日数
は，長崎や東京よりもかなり多い。・・（中略）・・。
しかし，ドイツ付近でのその時期の気候学的な総降水
量は多くなく，恐らく，『一過性だが激しい降水』の
起きる頻度が暖候期に増加することを反映したもの
と考えられる。」という。 
つまり，ドイツ付近の夏の降水は，瞬間的な激しさ
はあるものの，総降水量自体は必ずしも多くないとい
う，日本付近の降水の特徴との違いが注目される。 
 
2.2 北欧付近の夏の気温と日射 
加藤他（2019）で述べられているように，北欧では，
冬の日平均気温の変動が特に大きく，ドイツよりも更
に極端な低温日が4月初め頃まで出現する（第3図）。
一方，夏の気温の季節平均的な極大値は，ドイツ付近
に比べてあまり低くない。また，日平均気温の日々の
変動も，ドイツ付近と同様に大きい（2.4 で述べる東
北日本の夏の日平均気温の変動幅とも，ほぼ同様）。 
フィンランド南部付近の 60°N/25°E における日
平均の地上気温の時系列の例を，1999 年 9 月〜2001
年 8 月について第 5 図に示す。第 4 図も併せて参照す
ると，日々の大きな変動を伴いながらの季節進行とし
ての気温の極大期は，夏至の頃から 7 月後半頃までの
約 1 ヶ月半程度と，ドイツ付近よりもかなり短期間し
かない。8 月になると，日々の大きな変動を伴いなが
ら，季節的にも急降温が始まる。しかも 9 月頃には，
日平均気温 5℃程度の日も現れ始める（九州〜関東で
は真冬の平均的な気温）。従って，北欧南部でも夏の
気温極大期にはドイツ付近と同様なレベルまで昇温
するものの，ドイツ付近よりもそのような「夏」の期
間がかなり短いということが出来る。 
なお，加藤・加藤（2011）は，1992 年の事例解析に
基づき，ドイツ付近の夏の地上気温の季節内変動に伴
う高温期，低温期の交代が明瞭であったことを指摘し
た。第 4 図に示す 2000 年夏，2001 年夏もそのような
特徴が明瞭である。しかし，第 5 図によれば，フィン
ランド南部付近では，2000 年夏に関しては 6 月半ば
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頃まで，2001 年夏に関しては 7 月頃には，季節内変
動スケールでの気温変動が目立つが，それ以外の暖候
期には，もっと短周期の日々の変動が卓越しているよ
うに見える。今後の系統的な解析が必要ではあるが，
このように，夏の日々の気温の変動に関わる要因が，
ドイツ付近とフィンランド南部付近では異なりそう
に見える点も，注目される。 
また，日本，ドイツ，北欧南部付近の緯度における
日射の諸要素の比較を第 6 図に示す（加藤他 2019）。
日射に関しては，北欧でも夏至の頃だけは，昼間の長
さがかなり長くなることを反映して，1 日で積算した
晴天日の日射量が日本と同程度になる。但し，日射の
強い時間帯も増加するが，例えば太陽高度が 30°を
下回ってから日没までの時間の長さの違いでも示唆
されるように，「何となく明るい」あるいは「暗くな
らない」時間帯も長く（第 6 図の右端），絵画に表現
された夏の北欧の独特な季節感にも関連していると
いう（加藤他 2019）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 5図 フィンランド南部付近の 60°N/25°Eにおける日平均地上気温(℃)の時系列を 1999年 9月〜2001 年 8月につい
て示す。横軸には，月の初日の位置に月名を 3 ヶ月毎に記した。8 月になると，日々の変動を伴いながら，気温が季節的に
も降温を始めることが分かる。NCEP/NCAR再解析データに基づき，新たに解析した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 6図 日本（九州〜関東）（35°N，破線）やドイツ中南部（50°N，細い実線），北欧南部（60°N，太い実線）で比較し
た，大気上端での日平均日射量（W/m2，左端），太陽の南中高度（°，左中央），昼間の長さ（h/日，右中央）の季節変化，
及び，夏至における太陽高度の日変化（°，右端）（時刻は地方時）。加藤他（2019）の図に若干の補足を追加した。 
 
2.3 日本の夏の降水に関する補足 
梅雨最盛期の降水量は，西日本側で，東日本側より
も大雨日（例えば日降水量 50mm 以上の日）が頻出す
ることを反映して，総降水量もかなり多い（Ninomiya 
and Mizuno 1987）。しかし，盛夏期以降には，東日本
側の降水量は西日本側と平均的には同等になる（第 7
図の長崎と東京とを参照）。 
また，気候学的には，盛夏期に総降水量が極小にな
るものの，第 7 図に示されるように，半旬降水量で 20
〜30mm 程度にのぼる（月あたり，120〜180mm 程度）。
つまり，日本の盛夏期には降水量の季節的な極小期と
いうイメージがあるが，2.1 で述べたように，季節平
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均で見ても，ドイツ付近の夏の降水量よりも若干多い
ことに注意したい。 
しかも，日本付近の夏の総降水量の年々変動は大き
い。長崎や東京についての 8 月の月降水量の年々変動
を示す第 8 図から分かるように，8 月を通してほとん
ど雨が降らない年も頻繁に出現する一方，月降水量が
梅雨期と同等な 300mm あるいはそれ以上になる年も
少なくない。つまり，日本列島付近での盛夏期には，
季節進行で見ると降水が極小となるが，平均的にも，
また年々変動の中で，それなりの量の降水がありうる
ことになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 7 図 長崎，東京，仙台における半旬平均気温（℃，
細線）と半旬降水量（mm/5日，太線）の季節変化。1971〜
2001 年の平均。なお，当該半旬を 2，前後の半旬を 1 の重
みで平滑化した。加藤・加藤（2019）より引用。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 8図 長崎（上段），東京（下段）における 1901〜2010
年の 8月の月降水量の年々の変動（mm）。加藤・加藤（2019）
より引用。 
2.4 日本の夏の気温（季節経過の中での位置づけ
や盛夏期の日平均気温の地域差に関する補足） 
東北日本の盛夏期には，オホーツク海気団が侵入し
やすいか小笠原高気圧の影響を受けやすいか，という
状況が年によって大きく変動する。そのため，東北日
本の盛夏期の気温は，平均的に九州〜関東に比べて低
いだけでなく（第 7 図），その年々変動や日々の変動
も大変大きい（Ninomiya and Mizuno 1985a, b；中村・
深町 2005）。 
例えば，最近 45 年間程度の仙台における月平均気
温の年々変動を見ると（図は略），平年より 1〜3℃ぐ
らいも月平均気温が高い年も，平年より 1〜4℃も低
い年も，何れも頻出している。しかも，第 9 図に示さ
れるように，仙台における 8 月の毎日の日平均気温の
変動幅は，那覇や長崎に比べて大変大きい点が注目さ
れる。つまり，那覇や長崎の平均的な暑さに近い日平
均気温 26〜28℃程度の日もそれなりの頻度で出現し
ているものの，日平均気温が例えば 22℃を下回るよ
うな冷涼な日の出現頻度も比較的高く，20℃を下回る
日も決して少なくない。なお，第 7 図の長崎や東京の
気温の季節変化でも分かるように，日平均気温 20℃
といえば，九州〜関東にかけては 5 月後半頃，あるい
は，10 月前半頃の平均気温に対応する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 9 図 仙台（太い実線），長崎（細い実線），那覇（破
線）における 8月の日平均気温の階級別出現頻度（％）。1971
〜2001年に関して統計した。加藤・加藤（2019）より引用。 
 
III. 授業実践の内容 
Ⅰ．で述べたように，「例えば，一口に『夏』という
同じ言葉で呼ばれる季節であっても，地域により，こ
んなに気候の特徴や季節感が違うのだ」（種々の変動
の幅，多様性も含めて）という点への具体的に踏み込
んだ気づきを促し，そのことを通して，「異質な他者
への理解」へ近づく第一歩になるような授業の開発を
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狙った。 
そこで，日本との比較の視点でのドイツや北欧を取
り上げ，Ⅱ．で述べたような気候学的知見をベースに，
以下の 2 つの学際的授業実践を大学にて行った。授業
では美術との連携も行ったが，本稿では，その中の音
楽との連携の部分について報告する。 
 
3.1 授業の概要 
〈授業実践 1〉 
講義名：くらしと環境（岡山大学教育学部の「教職に
関する科目に準じる科目」の中の，教科横断的考察力
の育成を狙った科目群の一つ） 
実施日：2015 年 8 月 27 日（3 日間の集中講義の最終
日に，美術との連携も含めて終日）。 
受講生：複数の専修の 1～4 年生（計 26 名） 
担当者：加藤内藏進（気象・気候），加藤晴子（音楽，
ゲスト）赤木里香子（美術） 
気候・気象：ドイツと日本の夏…比較を交えながら気
候や季節の変化の特徴を捉える。 
音楽：〈鑑賞活動〉季節の行事や季節を歌った歌から，
当該地域に住む人々の季節感を意識する。 
〈創作活動〉替え歌つくり：ドイツと日本の季節や季
節感の違いに注目し，ドイツと日本の各々の夏を表現
する。旋律“Alles neu macht der Mai”《5 月はすべてを
新しくする》を利用（日本でも《ちょうちょう》の旋
律で，唱歌として親しまれている）。学生は，自作の
作品への解説も付した。 
 
〈授業実践 2〉 
講義名：くらしと環境（岡山大学教育学部の「教職に
関する科目に準じる科目」の中の，教科横断的考察力
の育成を狙った科目群の一つ） 
実施日：2018 年 8 月 30 日（4 日間の集中講義の最終
日に，美術との連携も含めて終日）。 
受講生：複数の専修 1～4 年生（計 37 名） 
担当者：加藤内藏進（気象・気候），加藤晴子（音楽，
ゲスト）赤木里香子（美術） 
気候・気象：ドイツ及び北欧と日本の夏…比較を交え
ながら気候や季節の変化の特徴を捉える 
（日々や年々の変動性の大きさに関して，第 3 図のよ
うな，実践 1 よりも更に具体的なデータを示す）。 
音楽：テーマ「祭り」（夏祭り） 
〈鑑賞活動〉季節の移り変わりと人々の暮らし，季節
の行事から当該地域の人々の季節感を意識。 
・フィンランドの夏至祭（ユハンヌス）…迎える夏 
・日本の夏祭り（例：東北地方），花火大会…納涼 
〈創作活動〉替え歌つくり：フィンランドと日本につ
いて，季節の事象や季節感の違いに注目して，《ふる
さと》（詩：高野辰之，曲：岡野貞一）の旋律にオリ
ジナルの歌詞を付ける（日本とフィンランド）。自分
の作品の歌詞の説明（表現したいこと，注目した点）
を記す。 
 
3.2 学習活動にあたって 
ドイツの気候に関して，〈授業実践 1〉で教材とし
て提示した図に関しては，第 3図のような日平均気温
の時系列を 11 年分重ねた図は作っておらず，その代
わりに，第 4図のような，ある特定の複数の年につい
て例示して，授業を進めた（〈授業実践 2〉では，第 3
図のような図も提示したが）。また，日本列島付近で
の夏の気候に関して，〈授業実践 2〉では，2.3で述べ
たような「梅雨が明けた後の季節とは言っても，降水
量は極端に少ないわけではなく，年々の変動も大変大
きいことに関しても言及した。また，日本の夏の伝統
行事に関して東北地方の夏祭り（ねぶた祭り等）も取
り上げたので，仙台を例に，東北日本の夏の日々の気
温の変動性に関して，2.4で述べたような内容にも言
及した。 
一方，音楽の創作活動に関しては，学生各人が意図
する内容をより直接的に歌で表現することをねらっ
て，替え歌の創作を行うことにした。創作活動の素材
については，学生にとって平易で歌いやすいもの，歌
詞が付けやすいもの，等を条件に選曲にあたり，〈授
業実践 1〉では，唱歌として長年親しまれてきた《ち
ょうちょう》を用いることにした。この曲のメロディ
は，複数の言語，歌詞で古くから広く親しまれてきた
ものである。また，〈授業実践 2〉では，《ふるさと》
を用いることにした。 
鑑賞活動に関連して，〈授業実践 1〉では，ドイツの
季節の行事や季節を歌った歌に関して，民謡《夏が来
た》，《冬よ，さようなら》，《5 月はすべてを新しくす
る》等を提示し（加藤・加藤（2014a）による解説等も
参照），冬からの決別や寒さからの解放の喜びなどに
関連して，例えば，「夏が勝った」「冬との別れ」のよ
うな歌詞に注目させた。また，冬の追い出しの行事〈フ
ァスナハト〉では，実際の行事の映像も視聴し（植田・
江波戸 1988），「冬との対決」で「春が勝利」するとい
う季節感を提示した。 
一方，〈授業実践 2〉での北欧に関しては，年間を通
した季節の変化の中での自然と人々の生活の一旦に
関する映像を視聴するとともに，《2 月がやってきた》，
《春の調べ》，《夏至祭の夜》，《カンガサーラの夏の日》
等の民謡を鑑賞し，歌われている内容に注目した（加
藤・加藤（2019）による解説も参照）。 
《2 月がやってきた》：生あるものは皆夢から覚め ス
キーやそりをだして急ぎましょう， 
《春の調べ》：雪は解け もう花の小道が続く 氷は流
れ もう白夜の季節は近い 今は希望と愛のとき， 
《夏至祭の夜》：待ちに待った夏至祭がやってきた 澄
み切った空が青く輝く， 
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各曲の歌詞に注目することを通して，大変に厳しい
冬を過ごす中にも次の季節へ繋がる明るさや人々の
生き抜く力強さなどにも注目することが出来た。 
また，「夏至祭」（ユハンヌス）についても解説した。 
なお，日本の夏，特に九州〜関東での平均気温がド
イツやフィンランドに比べてかなり高いことや変動
性の違い，降水量やその変動性の違い，及び，日本列
島の中での地域的違い（例えば，東北日本の夏は状況
によってはやませの影響で顕著な冷夏になることも
あり，気温の変動性が特に大きいこと），等について，
最終日の前日までの講義で説明を済ませておいた。 
 
IV. 学生の作品等に基づく学習活動の分析・考察 
学生の作品やそれに付した学生自身による解説，及
び，加藤担当分の気象・気象に関するレポートの関連
部分の解答状況を分析した。以下に，学生の作品例も
紹介しながら考察する。 
 
4.1 〈授業実践 1〉で学生が創作した替え歌（全 26
作品）の作品やその学生自身による解説に見る着眼点 
学生の作品には，大きく次の 3つの傾向の違いがあ
った。 
①季節の移り変わり方自体の違いに注目したもの。 
②生活の中で，季節を感じさせる現象，それらと生活
の中での行為や行動との関わりを表現したもの。 
③季節，気候によりもたらされる心情の違いや多様性
を表現したもの。 
 
なお，1つの作品の中に上の複数の要素が取り上げ
られているものも少なくなく，また，同一学生による
作品の中で，ドイツと日本に関して異なる観点のもの
もあった。しかし，大まかには，②，③の要素が強く
感じられる作品がほぼ同数で，全体の中で多くの割合
を占めていた。しかし，①の要素が強く感じられる作
品も，ドイツ，日本について，数点程度はあった。 
 
次に，各項目に該当する学生の作品（ドイツと日
本のセット）を以下に例示する。なお，《》内に示す
作品のタイトルは，学生自身がつけたものである。
なお，歌詞に関しては，音符に対応させて仮名書き
のものも多かったので，本論文の筆者らが読者の便
宜のために漢字を補った。 
 
①に関連する作品の例： 
【学生 A】 
（ドイツ）《春の訪れ》 
長い長い 冬が終わるよ 
太陽の光が 届きだす 
色んな花や 動物顔を出し 
今日もどこかで 歌ってる 
（日本）《移ろい》 
セミの鳴き声 うるさく響き 
長い夏の 始まり告げる 
強い日差し になってきた頃 
ふと空見れば いわし雲 
 
①に関連する種々の作品では，この例も含めて，ド
イツに関しては，「冬が終わったらすぐに夏」という
季節感などが，日本に関しては，「冬の長さや厳しさ
はドイツが上」，「次第に夏の雰囲気が強まる」，「蝉の
鳴き声が長い夏の始まりから終わりまでを感じさせ
る」，の季節の特徴などが表現されていた。 
 
②に関連する作品の例： 
【学生 B】 
（ドイツ）《バカンス》 
海だ山だ 今日はバカンス 
波打ち際に 一人走ろう 
「日暮れの前に 帰って来い」と 
母の言葉は 何日前か 
 
（日本）《せみ》 
ミンミンミンミンミンミン 蝉の歌声 
日射しに負けず 暑さに負けず 
雨のきざしに 蛙が騒ぐ 
ケロケロケロケロ 掻き消せミンミンミン 
 
②に関連する種々の作品では，ドイツに関しては，
「日射」，「過ごしやすさや戸外で過ごす楽しみ」など
が，日本に関しては，「梅雨が明けて本格的な夏」，「湿
気」，などが表現されていた。 
 
③に関連する作品の例： 
【学生 C】 
（ドイツ）《祝福の夏》 
喜べ喜べ 夏の訪れ 
冬は死に絶え 夏が来る 
悪魔が去って われらの季節 
我らの季節を 祝おうぞ 
 
（日本）《夏の生命》 
蝉の声の 聞こえる季節 
木々のざわめき 波の音 
深い緑に 透き通る空 
生命の息 夏の色 
 
【学生 D】 
（ドイツ）《夏の日開始》 
暖炉ヒーター そんなのぶっ壊せ 
窓さえ開ければ ほらそうでしょう 
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夏は短し されとも長し 
今日は何を しようかな 
 
（日本）《「外行くぞ!「正気か?」》 
夏だ海だ 山でキャンプだ 
いやいや待って 暑すぎる 
オレは行きたい 僕家出ない 
そうかそうさ やっぱやめよ 
 
③に関連する種々の作品では，ドイツに関しては，
「暗い冬がやっと終わる安堵感（悪魔が去る）」，「待
ちに待った夏到来の喜び」，などが，日本に関しては，
「暑い夏の始まりを強い日差しで感じる」，「夏の期待
に胸を膨らませつつ，暑さに耐えられず家の中で過ご
す」，などが表現されていた。 
 
なお，興味深いことに，授業で解説したような，「夏
と冬との戦いや入れ替わり」（ドイツ），「ドイツの夏
が日本（北日本以外）ほど蒸し暑くないこと」，に関
しては，多くの学生の作品や解説でかなり意識されて
いたようにも思われる。 
 
4.2 〈授業実践 2〉で学生が創作した替え歌（全 37
作品）の表現やその傾向 
学生の作品の表現をみると，テーマは大きく次の二
つに整理される。 
①情景の描写（季節のイベントや季節ならではの事象，
情景等の表現）と共に，そこで生じる思いや心情を表
現したもの。 
②季節の特徴を中心に表現したもの。 
 
個々の作品をみると，情景と絡めて心情が歌われて
いるものや，情景から膨らむ想像を歌ったもの，季節
の特徴との関わりの中で思いを歌ったもの等，多様で
あり，替え歌を作るにあたって，学生のそれぞれの捉
え方，感じ方がみられたといえる。 
以下に，学生の作品を紹介する。創作活動では，五
線譜に歌詞を書き込む形をとった。例示にあたり，学
生がワークシートに書き込んだママを紹介する。 
 
①情景の描写や心情の表現に関する作品例 
学生 E 
(フィンランド)《夏に寄せる歌》 
ほのおよ燃えろ あかあかと 
まちわびたなつを たたえよう 
ひとのざわめき たいせつなあなた 
きょうはうたげだ さあおどろう 
 
（日本）《我が心の故郷》 
ゆめをだきて ただはげみ 
あきらめそうに なっても 
しずかにみまもり せなかをおす 
わがいとおしき ふるさと 
 
作者の作品の解説： 
フィンランド：夏祭りの様子にヒントを得た。夏を王
様に見立て，人々が夏を歓迎し，喜ぶ姿を表現した。 
日本：夏がそろそろ終わり，秋が近づいてきている
様々を書いた。故郷の意味は人によって異なるが，
人々の心に寄り添い，暖かく見守るものではないかと
考えている。ここでは，風鈴の音色から夏の出来事を
振り返っている。 
また，フィンランドと日本の各々について《The Lord’s 
my Shepherd》のメロディでの以下の序唱の後，上記の
《ふるさと》のメロディに入るように，作者は指示し
ている。 
 
（フィンランド）の序唱 
夏の王を迎えましょう 
皆でにぎやかに 
悪しき魔物は向こうへお行き 
王のお出ましだ 
 
（日本）の序唱 
秋のささやき ふと聞こえる 
時の早きことよ 
風の鈴に耳をすませば 
思いは巡る 
 
学生 F 
（フィンランド）《緑の夏をなつかしく思う》 
みどりをみて 思いだす 
白かばの葉が 散る家を 
せいれいとあそんだ もりのみどりを 
おもいかえす なつのひ 
 
（日本）《夏のおわり》 
あかいあかりが消えて 
最後のあし音がかえり 
しずまったこうえんで たちどまり 
おもいかえす なつのひ 
 
作者の作品の解説： 
フィンランド：フィンランドの短い夏を恋しく思う。 
日本：夏の最後のお祭りが終わって，ちょうちんの赤
い明かりが消され，皆が家に帰って中で，一人座って
今年の夏を思い返す。 
 
学生 G 
（フィンランド）《夏至の日》 
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いのちの葉を しきつめ 
ともとあそぶ 秘めたもり 
よぞらがすいこむ もえるあか 
うたごえひびく 夏至のよる 
 
（日本）《おもいで》 
そらにあそぶ しろいくも 
みどりのあお そよぐかぜ 
かわらへとうみへと こどもたち 
こいしやふるさとのなつ 
 
作者による作品の解説 
フィンランド：フィンランドは今日初めて動画を観て，
フィンランドの子どもたちが観ている景色を想像し
ながら書きました。 
日本：日本の夏は子どもたちがめいっぱい遊んでいる
姿が印象的で，自分もその一人だったなと回想しなが
ら書きました。情景も青い空と緑が強くイメージにあ
ったので，そのまま言葉にしました。 
 
②季節の特徴を中心にした表現に関する作品例 
学生 H 
（フィンランド）《夏のおむかえ》 
しらかばを かざって 
ひとはおどり 火は燃ゆ 
なつがきたのを いわうとともに 
すぎてゆくを 惜しんで 
 
（日本）《夏の思い出》 
よるのそらに とどくは 
にぎやかなおと 火のはな 
かがやくひかりを あふれるねつが 
のこるながい このなつ 
 
作者による作品の解説 
フィンランド・日本：歌詞では，聞いただけで想像が
ふくらむようなそれぞれの夏の行事の様子，人々の心，
また，日本とフィンランドの夏の長さの違いを表現し
た。はじめの 2行は，１（＊日本）も 2（＊フィンラ
ンド）も行事の様子を，人の気持ち，心の様子と，日
本とフィンランドの夏の長さの違いは下の 2 行に表
現した。日本が「ねつ」というのは人々の活交だけで
なく，気候について「ねっ，あつい」などの意味をこ
めた。フィンランドの「過ぎゆくを惜しんで」に気持
ちと夏の長さが短いという意味をこめた。 
＊括弧内の語は，筆者による注。 
 
このように学生の表現の替え歌には各々の視点が
みられる。フィンランドについてみると，夏の到来の
心情に注目して思いを馳せたもの，季節の特徴に注目
したもの，自分たちが暮らしている地とは異質の気候
や自然の環境に注目したもの，等があった。情景の描
写として，ユハンヌスの光景，心情の表現として，夏
の到来の喜び，季節の特徴に関しては，短い夏，等が
みられた。 
一方，日本については表現のテーマや視点が一層多
様であり，自らの体験が歌詞つくりの土台となってい
るようであった。情景の描写として，夏のイベント，
風物詩等，季節を代表する出来事や行事，心情の表現
として，夏の思い出，秋の到来，寂しさ，夏の印象（例
えば，エネルギッシュな夏）季節の特徴に関しては，
夏の暑さ等，である。 
 
4.3 学際的学習「気候・気象×音楽」について 
〈授業実践 2〉の背景となる気候・気象に関する講
義内容についての学生のレポートから，次の①，②に
関する記述内容について整理した（カッコ内は，関連
した記述を行った人数） 
①ドイツ付近のファスナハトに関連する冬の気象・気
候や季節感（日本との比較の視点で） 
・平均気温が少し低いだけでなく，大きな日々の変動
の中で極端な低温日も出現（32） 
・夏の気温も高くなく，特に，日々の変動の中で冷涼
な日も出現（8） 
②北欧の夏の気候や季節感（日本との比較の視点で） 
・夏の終わりが早い（26） 
・夏の気温が低い（17） 
・8，9月にはかなり寒い日も出現（17） 
・日射の強さや昼間の長さ（11） 
・夏の雨の違い（6） 
・湿気の違い（9） 
・東北では冷夏も（1） 
・日々の気温変動も大（2） 
 
なお，作品の中には，平均気温や日射だけでなく，
日々の気温の変動も意識されていたものが少なくな
い可能性も示唆された点は，前述した通りであるが
（例えば，フィンランドに関しては，夏の到来の喜び，
短い夏，など，日本に関しては，夏の暑さ，エネルギ
ッシュな夏，など），気象・気候の内容のレポートで
もそのような記述が少なからずあり，気候の学習内容
が創作にある程度反映された可能性も否定出来ない。 
 
V. まとめと今後の課題 
「同じ言葉で呼ばれる『季節』」でも気候や季節感
の違いが大きいことの認識という切り口から「異質な
他者への理解」に関わる ESD 的視点獲得へ向けた授
業研究の一環として，ドイツや北欧と日本の「夏」の
比較を取り上げ，教育学部での教科横断的授業にて実
践を行った（他学部生の履修者もあり）。音楽の創作
 ドイツ・北欧と日本の「夏」の気候や季節感の違いに注目して音楽と連携した  
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では，学生各人が意図する内容をより直接的に歌で表
現することをねらって，替え歌を創作する活動を行っ
た。創作に用いるメロディーとしては，学生にとって
平易で歌いやすいもの，歌詞が付けやすいものを選曲
した。ドイツと日本を比較した活動では（〈授業実践
1〉），《5 月は全てを新しくする》のメロディを（日本
では，唱歌《ちょうちょう》として親しまれている），
北欧と日本との比較では（〈授業実践 2〉），唱歌《ふる
さと》のメロディを用いた。 
 
気候データによれば，ドイツ付近も北欧付近も，夏
には，日本付近（特に九州〜関東）に比べて，平均気
温が低いだけでなく，日々の気温の変動が大きい。ま
た，ドイツ付近ではそのような「夏」の期間が 6〜8 月
頃と長いのに対し，北欧付近では，夏至近く〜7 月頃
と短い。 
学生の作品でのドイツと日本の夏の表現に関して
は，「夏と冬との戦いや入れ替わり」（ドイツ）や「ド
イツの夏が日本（北日本以外）ほど蒸し暑くないこと」
等が，多くの作品やその解説でかなり意識されていた
ように思われた。一方，北欧の夏に関して，「夏至祭
（ユハンヌス）の光景」への興味や「夏の到来の喜び」，
「短い夏」等を表現した学生は多かった。また，北欧
の気候と特徴に関する講義内容を問うたレポートで
も，そのような記述が少なからずあり，気候の学習内
容が創作にある程度反映された可能性も否定出来な
い。 
また，本実践結果は，文化理解教育での気象・気候
との連携において，気候要素の平均値だけでなく，
種々の変動幅（いわば，現象の多様性や，変動性の中
での極端な現象の生じやすさ，等）にも目を向けて創
作活動を行った学生が少なくない可能性を示唆して
おり，気候データから季節感への繋がりを想像するこ
とを通して，自分たちにとって必ずしも身近でない地
域の人々の気持ちを想像するという，「異質な他者へ
の理解」へ向けた一つのステップとなる可能性が示唆
された。 
 
但し，「気象・気候の理解＋作品等の鑑賞」を踏ま
えた「創作活動」の後，再度「作品や伝統行事・生活
文化を見直す」ことにより文化理解教育自体の深化へ
往還する，という活動も行う価値があるように思われ
る。例えば，本実践で行ったような活動の後で，再度
フィンランドの民謡やフィンランドの作曲家の作品
の鑑賞・演奏を行うことにより，それまでとは別の角
度から，作品成立の背景も含めて曲を捉えられるよう
になる可能性があろう。それを通して，音楽という教
科の学習活動としての深まりも期待される。従って，
このような観点からのスパイラルを意識した更なる
学習プラン構築も，今後に残された課題の一つと考え
る。 
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